
」
四
国
沿
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の

　
将
来
起
き
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、
岡
山
市
の

国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
」
が
、
津
波
な
ど
で
甚
大
な
被
害
が
予

想
さ
れ
る
四
国
沿
岸
部
へ
の
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。
阪
神
大
震
災
や

東
日
本
大
震
災
な
ど
で
の
支
援
経
験
を
踏
ま
え
、
岡
山
県
内
や
四
国
の
各
自
治
体
、

医
療
機
関
な
ど
と
も
連
携
。
あ
ら
か
じ
め
被
災
地
へ
の
移
動
手
段
や
現
地
で
の
滞

在
、
物
資
輸
送
な
ど
を
具
体
的
に
検
討
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
な
ど
を
進
め
る
こ
と

で
「
万
一
」
の
際
の
ス
ム
ー
ズ
な
支
援
に
つ
な
げ
る
。
　
「
久
木
田
照
子
、
写
真
も
」

救
助
、
医
療
、
物
資
な
ど

　
東
日
本
大
震
災
発
生
翌

日
の
２
０
１
１
年
３
月
1
2

日
以
降
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
医

療
チ
ー
ム
を
宮
城
や
岩
手

の
被
災
地
に
派
遣
し
、
避

難
所
で
診
療
な
ど
に
あ
た

っ
た
が
い
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
直
面
し
た
。

　
例
え
ば
、
直
接
的
な
津

波
被
害
が
な
い
内
陸
部
で

も
薬
が
入
手
で
き
な
か
っ

た
。
チ
ー
ム
は
持
参
し
た

薬
の
不
足
を
補
う
た
め
現

地
の
自
治
体
や
医
師
会
に

相
談
し
た
が
、
未
曽
有
の

震
災
に
誰
も
が
混
乱
し
て

い
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
担
当

者
は
「
普
段
か
ら
自
治
体

な
ど
と
話
し
合
い
、
災
害

時
に
迅
速
対
応
す
る
た
め

の
具
体
的
な
準
備
が
必

要
」
と
強
調
す
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
危
機
感
を

募
ら
せ
る
の
が
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
。
発
生
す
れ
ば

四
国
と
本
州
を
結
ぶ
瀬
戸

大
橋
な
ど
の
主
要
道
が
通

岡山･ＡＭＤＡと自治体

行
止
め
に
な
り
、
支
援
者

が
移
動
で
き
ず
孤
立
を
招

く
恐
れ
も
あ
る
。
最
も
大

き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る

高
知
、
徳
島
両
県
の
海
沿

い
へ
の
公
共
交
通
は
十
分

震
災
特
』
集
’

整
っ
て
い
る
と
は
い
え

ず
、
津
波
に
よ
る
港
湾
施

設
の
破
壊
も
予
想
さ
れ

る
。
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
両
県
と
災

害
支
援
協
定
を
締
結
。
昨

年
６
月
に
自
治
体
な
ど
の

関
係
者
を
集
め
た
初
の
調

整
会
議
を
開
く
な
ど
、
支

援
の
あ
り
方
を
巡
っ
て
意

見
交
換
を
重
ね
て
い
る
。

昨
年
Ｈ
月
に
は
、
本
州
や

四
国
内
陸
部
か
ら
医
療
支

援
チ
ー
ム
が
出
発
し
、
四

訓練で香川県丸亀市
の梶正治市長(右)と

支援のあり方を話す

ＡＭＤＡグループの

菅波茂代表(中央)ら
一同市役所前で2015
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国
沿
岸
の
救
護
所
・
避
難

所
に
向
か
う
訓
練
を
初
め

て
実
施
。
チ
ー
ム
が
迅
速

・
安
全
に
被
災
地
に
移
動

す
る
方
法
を
見
極
め
た
。

　
訓
練
で
は
、
冬
の
朝
に

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）

８
・
６
の
地
震
が
発
生
し

た
と
想
定
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

が
長
年
連
携
す
る
岡
山
県

総
社
市
の
市
消
防
本
部
に

合
同
の
対
策
本
部
を
設

置
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ

や
徳
島
、
高
知
両
県
、
四

国
各
県
の
８
市
町
の
担
当

者
ら
約
3
0
人
が
数
人
単
位

の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
車

や
海
上
タ
ク
シ
ー
（
船
）
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
い
っ
た

異
な
る
種
類
の
交
通
手
段

を
使
い
、
具
体
的
に
支
援

の
話
が
進
む
徳
島
県
美
波

町
と
高
知
県
黒
潮
町
へ
複

数
経
路
で
向
か
っ
た
。

　
参
加
者
ら
は
、
移
動
に

か
か
る
時
間
や
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
離
着
陸
で
き
る
場

所
、
土
砂
崩
れ
の
危
険
が

あ
り
そ
う
な
場
所
な
ど
を

調
べ
た
。
ま
た
、
衛
星
携
帯

電
話
な
ど
で
総
社
市
の
対
”

策
本
部
や
被
災
自
治
体
と

連
絡
を
取
り
、
情
報
把
握

時
刻
や
電
話
の
電
波
状
況

な
ど
も
確
か
め
た
。

　
香
川
県
丸
亀
市
で
は
医

療
チ
ー
ム
の
宿
泊
サ
ポ
ー

ト
な
ど
も
検
討
し
て
お

り
、
梶
正
治
市
長
は
「
市

民
の
理
解
を
得
て
、
災
害

時
は
市
内
の
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
、
大
き
な

被
害
を
受
け
た
地
域
を
支

え
た
い
」
と
話
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
自
治
体
な

ど
は
訓
練
後
も
会
合
を
重

ね
、
医
療
ス
タ
ッ
。
フ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
支
援
物
資

や
資
金
の
確
保
▽
海
外
支

援
者
と
の
連
携
▽
死
者
の

身
元
・
死
因
確
認
や
弔
い

の
あ
り
方
▽
避
難
生
活
の

　
　
　
　
Ｆ
　
　
　
メ
　
　
ー

長
期
化
対
策
－
－
な
ど
多

様
な
課
題
に
つ
い
て
検
討

し
続
け
て
い
る
。
岡
山
県

内
の
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支
援
農

家
」
グ
ル
ー
プ
は
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の

支
援
経
験
を
生
か
し
、
米

備
蓄
体
制
を
提
案
す
る
な

ど
し
て
お
り
、
協
力
者
も

増
え
て
い
る
。
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i¥i･，静岡大教育学部(静岡)吻4y
　
過
去
の
災
害
の
教
訓
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
静
岡
大
学
教
育
学
部
の
藤
井
基
貴

准
教
授
（
教
育
学
）
の
ゼ
ミ
生
４
人
が
、

浜
松
市
立
案
小
学
校
を
訪
れ
、
約
３
０
０

年
前
に
市
を
襲
っ
た
地
震
津
波
を
題
材

に
、
居
住
区
の
高
台
移
転
に
つ
い
て
考
え

る
授
業
を
し
た
。

　
授
業
を
し
た
の
は
、
い
ず
れ
も
３
年
生

の
内
田
千
尋
さ
ん
、
高
林
真
衣
さ
ん
、
大
場

翼
さ
ん
。
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
ぅ
ち
に
災

害
史
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
浜
松
の
過
去
。

の
災
害
を
事
例
に
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

　
１
７
０
７
（
宝
永
４
）
年
に
起
き
た
大

地
震
を
選
ん
だ
。
約
1
0
封
の
津
波
が
来
襲

し
、
浜
沿
い
に
あ
っ
た
宿
場
町
の
白
須
賀

宿
（
現
静
岡
県
湖
西
市
）
も
被
害
に
あ
っ

た
。
住
民
ら
が
そ
の
後
、
高
台
移
転
し
た

と
い
う
史
実
が
残
っ
て
い
る
。
３
入
は
授

業
の
狙
い
に
つ
い
て
「
過
去
の
住
民
の
気

持
ち
を
考
え
、
そ
れ
を
現
在
の
自
分
に
置

き
換
え
て
、
周
り
に
あ
る
危
険
や
身
を
守

る
方
法
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。

　
授
業
を
受
け
た
の
は
６
年
２
組
の
児
童

ら
。
同
校
は
海
か
ら
約
６
♂
に
位
置
し
、

海
抜
は
約
５
μ
。
静
岡
県
な
ど
の
想
定
で

は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起
き
て
も

津
波
の
危
険
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、

東
日
本
大
震
災
後
、
津
波
も
想
定
し
た
避

難
訓
練
な
ど
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
防
災

ぺ
の
意
識
は
高
い
と
い
ぅ
。
　
　
　
Ｉ
ｊ
　
ｒ
　
ｌ
一

高台移転考える契機に
高
台
移
転
に
つ
い
て
班
ご
と
に
議
論
す
る
児
童
ら

　
授
業
で
は
、
紙
芝
居
の
映
像
な
ど
を
使

っ
て
、
江
戸
時
代
の
白
須
賀
宿
の
人
々
が

津
波
を
心
配
し
、
高
台
移
転
す
る
か
ど
う

か
を
悩
ん
で
い
る
当
時
の
様
子
を
再
現
。

大
学
生
３
人
が
「
み
な
さ
ん
は
高
台
に
引

っ
越
し
ま
す
か
。
引
っ
越
し
ま
せ
ん
か
」

と
問
い
か
け
、
３
、
４
人
ず
つ
６
班
に
分

か
れ
て
議
論
し
た
。
班
ご
と
に
結
論
を
出

さ
せ
た
。
―
班
を
除
く
、
５
班
が
引
っ
越

さ
な
い
ど
の
結
論
に
な
っ
た
。

　
引
っ
越
す
派
の
影
山
裕
斗
君
は
「
東
日

本
大
震
災
の
津
波
を
テ
レ
ビ
で
見
た
時
、

自
然
の
力
に
は
勝
で
な
い
と
思
っ
た
。
堤

防
な
ど
で
津
波
が
抑
え
ら
れ
る
と
は
限
ら

な
い
。
将
来
の
子
孫
の
こ
と
も
考
え
て
安

全
な
場
所
に
住
ま
い
を
移
す
べ
き
だ
」
と

主
張
。
引
っ
越
さ
な
い
派
の
内
田
雄
大
君

は
「
ま
ず
は
日
々
の
生
活
が
大
切
。
新
し

い
場
所
に
引
っ
越
せ
ば
、
仕
事
を
続
け
る

こ
と
が
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
堤
防
造

り
や
、
高
台
避
難
を
徹
底
す
れ
ば
、
津
波

が
来
て
も
大
丈
夫
だ
と
思
う
」
と
述
べ
た
。

　
教
師
役
の
高
林
さ
ん
は
昨
年
1
2
月
、
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
岩
手
県
宮
古
市

を
訪
れ
た
。
「
被
災
地
で
は
、
高
台
移
転

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
っ
た
。

み
ん
な
も
今
日
の
授
業
を
参
考
に
、
災
害

か
ら
身
を
守
る
方
法
を
家
族
や
友
達
と
考

え
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。
丹
羽
慶

吾
君
は
「
こ
う
い
う
授
業
は
初
め
て
。
自

分
の
身
を
ど
う
守
れ
ば
い
い
の
か
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。

　
指
導
す
る
藤
井
准
教
授
は
「
防
災
教
育

は
、
結
論
を
出
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。

あ
え
て
結
論
の
出
な
い
問
い
を
投
げ
か
け

る
こ
と
が
自
分
な
り
に
考
え
続
け
る
き
っ

か
け
と
な
る
。
考
え
て
話
し
合
っ
て
も
ら

お
う
と
い
う
こ
と
が
大
切
」
と
話
す
。

　
藤
井
ゼ
ミ
は
、
こ
の
日
の
授
業
を
参
考

に
、
過
去
の
災
害
に
基
づ
い
た
教
材
を
来

年
度
中
に
編
集
し
、
浜
松
市
な
ど
の
学
校

に
広
め
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
「
山
本
愛
、
写
真
も
」

　
知
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ス
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